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(2) 報広町和昭

年決算報告

歳入決算額

歳出決算額

差引残額

③ 渇水対策特別会計

歳入決算額 4，000千円

歳出決算額 7 9千円

差引残額 3. 9 2 1千円

なお決算の内容は別表のグラフで示す通りです。

1 1 5， 7 0 2千円

1 0 2， 5 0 2千円

1 3. 2 0 0千円

9 

昭和 49年度の決算が 9月議会において認定されま

したのでここに公表して町民の皆様の深いと理解を頂

き、なお一層のと協力をお願い致します。

①一般会計

歳入決算額 5 5 1，3 J 8千円

歳出決算額 5 4 4，5 4 2千円

差引残額 6， 7 7 6千円

② 国民健慶保険事業特別会計

4 昭和

ヵ一

い
た
-

'
り
つ
一

く
入
一

の

一

ど

一
は

一

税

一
町

(歳入〉
昭和 49年度一般会計決算款別構成図

私したちは昨年一年間どのく

らいの税金を納めたでしょう。

交通安全対策特別交付金 558 
使用料及び手数料 6，489
計 7，047 (1.3%) 

下表の町民税・固定資産税及

び軽自動車税を 1人当りに出し

て見ますと、 20， 1 4 4円納め

た事になります。

4 9年度は、前年にくらべ土

地の売買が多かったため伸びま

したが、 50年度はこのような

臨時的な収入がないため伸びは

鈍化しております。

町では、みなさんから納めて

いたTごし、た税金を使って道路の

補装や学校建築、老人医療費な

どの事業を行なっています。

税

1 55， 1 94 

( 28. 1 % ) 

町

場(司〆
8
一

/

広
U

一

'

q
L

一

-ヨ、
A
吐

一

〆

'

布
川
間
つ
山

一

d

，

財

点

一

，

J
'

定

幻

一

，

J

f

a

特

i
d
-
-
J
I
J
s
-
-ム

単 位 円

収入額|伸び率
(4 8年)I倍

32，716，610 I 2.65 

35，147，640 1 1.32 

2，558，760 1 1.02 

8，713，400 I 1.14 
5.004.718 I 1.15 

自動車重量譲与税
自動車取得税交付金

10，20 1 (1. 8娼)

収入額
(4 9年)

町民税I86，803，330 

固定資産税146，606，870 

陸自動車税 2，605，070

たばこ消費税 9，952，410

電気税 5，759，395

|特別土地保有税 3，466，890

合計 1155，193，965

224，793 

( 4 0.8% ) 

計 7，143
( 1.3% ) 

6，463 (1.2% ) 

財産収入1
寄附金|
諸収入ノ
繰越金

1.84 84，141，128 



(3) 昭 和 町 広 報

〈昭和49年度一般会計決算性質別構成図〉
災害復旧事業費
6，976 (1.3% ) 

人件費

。衛生費関係 27，563千円

。農林水産業費関係 11，336千円

。土木費関係闘係 24，283千円

1 32，084 
( 24.3婦)

うち職員給

87，799 
( 1 6. 1 婦)

昭 和
49年度

主
な
支
出

。民生費関係 75，948千円

(歳出)
昭和 49年度一般会計決算款別構成図

その他 449 (0. 1婦) 議会費 19.15'8 (3.5婦)

1 1 9. 224 

(21.9%) 

商工費
1，0 4 1 (0.2 % ) 

務費

1 1 2， 878 

( 2 0.7 % ) 



(4) 報広町和昭

-・・・圃・・・・
・・・圃圃圃圃・・

刊
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
し
尿
処
理
場
が
峡
中
衛
生
組
合
ハ
玉
穂
村
、
昭
一

叫
和
町
、
田
富
町
、
竜
王
町
、
白
根
町
〉
共
同
管
理
で
十
月
九
日
完
成
し
、
同

引
い
よ
い
よ
処
理
出
来
る
運
び
に
な
り
、
ま
た
ご
み
処
理
に
お
い
て
は
、
東
日

時
部
衛
生
組
合
設
立
以
来
、
多
年
に
わ
た
り
建
設
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
叩

+
よ
う
や
く
設
置
場
所
が
確
定
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
が
完
成
す
る
問
、
町
日

ザ
で
は
応
急
措
置
と
し
て
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
勝
手
か
ら
出
る
残
飯
の
み
叩

ザ
を
指
定
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
毎
週
二
回
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日

衛
生
セ
ン
タ
ー

峡
中
衛
生
組
合
の
し
尿
処
理
場
が

十
月
九
日
、
玉
穂
村
乙
黒
地
内
K
完

成
し
ま
し
た
。

乙
の
施
設
は
従
来
の
処
理
方
式
か

ら
脱
却
し
た
前
処
理
、
汚
泥
処
理
、

脱
臭
装
置
、
防
音
、
防
煙
等
あ
ら
ゆ

る
公
害
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
近

県
民
も
稀
れ
に
見
る
近
代
施
設
で
す
。

務

敷
地
面
積
一

O
、
八
九
O
平
台
釆

処
理
規
模
一
日
七
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

総
工
費
四
億
四
千
八
百
万
円
(
内
本

体
工
事
費
三
億
九
千
五
百
万
円
、
附

帯
工
事
費
五
千
三
百
万
円
で
峡
中
衛

生
組
合
(
玉
穂
村
、
昭
和
町
、
田
富

町
、
竜
王
町
、
白
恨
町
で
共
同
管
理

し
ま
す
。

な
お
昭
和
町
指
定
し
尿
吸
取
業
者

は
中
巨
摩
衛
生
社
電
話
O
五
五
二

七
三
l
一
二
五
七
で
吸
取
料
金
は
、

十
八
リ
ッ
ト
ル
当
り
五
十
円
で
す
。

ま
た
他
の
業
者
は
吸
取
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
。

一玉穂 村一

六五四 項が る め を 三 ま
、を、へま 記く(役 111111111111111111111111111111111111111111111111 をつ自世い ζ す十で今

反収防グ提で入事そ場 厳き家帯まれる日の般

言書fJfT z kE8警 ゴミ応急措置へ Z t25き22禾問z
ま業 て プ て 部収水はの 上てを誠どくと曜応処
著者下等下落 集 分 収 ピ 1IIIIIilllllllllllll¥llllllllllllllllllllllll 迷はおにうまな日急理
主 にさをさ指当を集ニ 惑利願申りでり)措施
委委い作い定日切し|三 二 ーさよの用い訳自応まよ置設

塁号。ネ 082J主義点て議定重点接受 k雲宮 JL;品主君主号室語 hZt主
おま 法 集前氏ん K 集 日曜二集くるしだ残み 協ら次しま理置。みて成
よす 投 場 八名)限袋 ) 日 回 目。もかけ飯の 力なのませ出の 収十す
び。 棄 所時をよりは で、、は のもと、種 下い事す;ん来た 集月る

峡中衛生センター

役
場
住
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
、

一
枚
五
円
で
す
。

そ
の
他
不
明
の
点
は
地
区
衛
生
委

員
又
は
役
場
住
民
課
衛
生
係
へ
連

絡
し
て
下
さ
い
。

な
お
中
巨
寧
地
区
広
域
事
務
組
合

が
設
立
さ
れ
敷
島
町
を
除
く
郡
下
全

町
村
共
同
で
ご
み
処
理
場
建
設
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
玉
穂
村
地
内
に
用

地
(
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
買
収
契

約
が
進
行
し
て
お
り
、
来
年
度
よ
り

建
設
に
着
手
で
き
る
よ
う
努
力
中
で

す。

議長

報
国母駅入口で西条ニ区



報広町和昭(5) 

公職選挙法改正

公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正
に
な
り

十
月
十
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
家
(
町
長
、
議
員
等
も
含
む
)

や
候
補
者
な
ど
に
、
お
祭
り
や
運
動

会
な
ど
の
寄
附
を
ね
だ
る
と
法
律
違

反
に
な
り
ま
す
。
政
治
家
や
候
補
者

は
身
辺
を
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
選
挙
区
内
の
人
に
「
寄

附
」
を
す
る
乙
と
は
一
躍
律
で
禁
止
」

さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
い
つ

い
か
な
る
場
合
で
も
、
選
挙
に
関
係

な
く
名
儀
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

て
も

o
お
祭
(
部
落
運
動
会
等
含
む
)
な

ど
の
寄
附

o
葬
式
の
時
の
花
輪
や
香
典

。
お
中
元
や
お
歳
暮

o

開
屈
祝
い
や
落
成
式
の
花
輪

。
入
学
、
卒
業
祝
い
の
金
品

。
結
婚
の
お
祝
い
や
品
物

o
団
体
旅
行
の
寄
附
や
差
入
れ

o
各
種
集
会
な
ど
の
飲
食
代
や
寄
附

等
で
、
何
人
も
(
親
族
は
除
く
)
寄

附
を
要
求
し
た
り
、
勧
誘
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
公
職
の
候
補
者
等
が
、
役
員

職
員
、
会
員
等
に
な
っ
て
い
る
会
社

や
団
体
は
、
そ
の
選
挙
区
内
に
対
し

い
つ
、
い
か
な
る
名
儀
で
も
公
職
の

候
補
者
の
氏
名
等
の
方
法
で
寄
附
は

出
来
な
い
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
ベ
ニ
ヤ
板
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
等
使
っ

て
掲
示
で
き
な
い

立
札
、
看
板
の
類
で
、
公
職
の
候

補
者
や
後
援
団
体
並
び
に
連
絡
所
等

の
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
選
管
の

証
票
が
貼
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

こ
れ
ら
の
看
板
類
は
、
事
務
所
以

外
の
、
家
屋
、
田
ん
ぼ
、
空
地
な
ど

に
掲
げ
る
乙
と
は
出
来
な
い
。

日
常
生
活
に
関
連
す
る
内
容
が
改

正
に
な
り
、
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
、
お
互
に
守
り
ま
せ
う
。

昭
和
町
選
挙
管
理
委
員
会

土
ボ
つ
く
り

対
策
推
進
事
業
に

土
づ
く
り
対
策
推
進
事
業
は
農
業

構
造
の
変
革
に
伴
い
肥
部
管
理
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
、
乙
の
た
め
地
力
が

お
と
ろ
え
農
作
物
の
収
量
不
安
定
や

品
質
低
下
、
気
象
災
害
に
対
す
る
抵

抗
性
の
減
退
等
の
現
象
を
生
じ
農
業

生
産
の
大
き
な
不
安
定
要
素
と
な
っ

て
い
る
。
乙
の
た
め
地
域
の
実
情
や

土
壌
の
性
質
、
作
物
、
作
型
等
に
適

応
し
た
堆
き
?
っ
肥
等
の
組
大
有
機

物
、
土
壌
改
良
資
材
お
よ
び
化
学
肥

料
の
適
正
な
施
用
を
行
い
、
地
力
を

維
持
培
養
じ
、
農
作
物
の
品
質
や
生

お歳暮やおくりもの

旧自創法農地〈農地解法〉

の未登記はありませんか。

つ
い
て

産
性
の
向
上
に
よ
り
農
業
経
営
の
安

定
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

乙
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、

ω
有
機
質
源
の
有
効
活
用
と
、
家

畜
ふ
ん
尿
の
抱
用

ω
稲
わ
ら
、
蚕
ぷ
ん
蚕
沙
等
農
作

物
残
澄
や
レ
ン
ゲ
等
緑
肥
作
物
の

耕
地
へ
の
還
元

そ
の
他
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
町

に
お
い
て
も
土
づ
く
り
対
策
推
進
協

一
議
会
を
設
立
い
た
し
事
業
を
進
め
て

行
き
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

終
戦
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
農
地
解
放
に
よ
っ
て
、

当
時
の
地
主
よ
り
耕
作
者
に
所
有
権
移
転
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
筆
数
が
大
変
多
い
為
実
際
に
は
耕

作
者
に
売
渡
証
書
や
登
記
済
証
が
渡
さ
れ
て
い
る
に

も
か
〉
わ
ら
ず
、
法
務
局
の
土
地
登
記
簿
は
田
地
主

の
ま
〉
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
農
地
解

放
で
耕
作
者
に
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
土
地
で
、
そ

の
後
第
三
者
に
所
有
権
移
転
(
例
え
ば
相
続
、
贈
与

売
買
等
)
が
な
さ
れ
て
い
な
い
自
分
の
土
地
に
つ
い

て
は
登
記
所
に
お
い
て
確
実
に
自
分
の
名
儀
に
な
っ

て
い
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
こ
の
確
認
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
方
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。



(6) 

総
窓
口
優
勝

河
東
中
島

二

位
西
条
二
区

三

位
押

越

敢
闘
賞西

条
一
区

部
落
別
リ
レ
ー

優

勝
河
東
中
島

位西
条
二
区

位築
地
新
居

報

第
十
四
回
、
昭
和
町
体
育
祭
が
秋

晴
の
候
天
に
恵
ま
れ
、
十
月
十
日
の

体
育
の
日
に
押
原
小
中
学
校
校
庭
で

盛
大
に
開
か
れ
た
。

町
で
は
、
体
育
の
日
に
ち
な
み
、

健
康
と
全
員
参
加
を
目
的
花
、
幼
児

か
ら
お
年
よ
り
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

競
技
に
出
場
し
楽
し
い
一
日
を
過
し

た
。
ま
た
恒
例
の
昭
和
マ
ラ
ソ
ン
に

今
年
は
女
性
の
ラ
ン
ナ
ー
が
(
七
夕
G

初
参
加
し
、
観
衆
の
注
目
を
あ
び
ま

し
た
。
乙
の
女
性
ラ
ン
ナ
ー
は
、
全

員
完
走
し
今
大
会
の
花
を
飾
り
ま
し

た。
な
お
部
落
対
抗
競
技
は
、
河
東
中

島
が
総
合
優
勝
(
部
落
別
リ
レ

l
)

し
ま
し
た
。

広町

部
落
型
建
結
果

和昭

油
断
で
き
な
い
宮
入
貝
/

地
方
病
予
防
事
業
も
過
去
数
十
年

を
経
過
し
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に
宮

入
員
撲
滅
新
十
ヶ
年
計
画
及
び
予
防

施
薬
五
ヶ
年
計
画
を
立
て
着
々
と

実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
宮
入
員

の
撲
滅
に
つ
い
て
は
特
に
有
病
地
の

重
点
地
域
を
三
年
毎
に
設
定
し
、
そ

の
地
域
の
完
全
撲
滅
を
達
成
し
順
次

解
除
し
て
い
く
方
針
を
た
て
事
業
を

す
す
め
、
又
予
防
施
設
K
つ
い
て
は

県
の
指
導
に
よ
り
大
型
溝
渠
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
化
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
地
方
病
予
防
対
策
と
し

宮入貝せい患地

西条一区(北河原・竜王境)

西条新田(部落内水路)

押 越(氏神地域)

築地新居(大神上・村北)

飯 喰(村西・工業団地内)

秋
期
殺
貝
作
業
終
る

て
例
年
実
施
し
て
い
る
宮
入
貝
せ
い

息
調
査
及
び
殺
貝
作
業
が
過
日
町
内

全
域
巴
早
り
実
施
さ
れ
、
薬
剤
と
火

力
バ
ー
ナ
ー

K
よ
る
殺
貝
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
特
K
重
点
地
域
に
つ
い

て
は
、
田
畑
等
の
一
筆
調
査
を
行
な

い
徹
底
し
た
宮
入
員
の
せ
い
息
把
握

と
殺
貝
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
文
指

定
地
域
以
外
の
部
落
に
つ
い
て
本
推

進
員
を
中
心
に
充
実
し
た
撲
滅
作
業

が
行
な
わ
れ
、
今
秋
期
の
宮
入
貝
撲

滅
事
業
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
終
了

致
し
ま
し
た
。



報

願に血は精配会れ中昭午ー さ心事れ推いんつ達制血ま血交し手で
い多手 運神車場ま央和前月つ れ に 業 、 進 て 。 て 地 度 液 す 液 通 た 術 治 近

号君事覧5去最Z会事高手 25宮室亀護人 Z著書長良五議室 J5会答
ま方 H 許脚ま血、館康よ日は ま 運 さ 団 会 昭 で し 民 く る 学 要 事 た つ い 学
すのの所しす車そでまり(、 す 動 ん 体 が 和 当 て 相 な 代 の は 故 自 て と の
。監ス 有 、 の 「 の 開 つ 第 日来。が等長室町町ゆ互つ用進年も章治さ進

ロ者 H ではー催り二曜る 推 を 及 献にかのた品歩々ふ る れ 歩
K I一一、く環きが回)十 進中びさ血おね助現はしふえのよてと
御ガ人世相あと ばけ在なたえて増うい共
協ン一帯互いし な合でく現て 加にたに

22同計三 献血のすすめ μl三宅与盟主守雲ぶ
おと献文のが日 せよ私血もい用 K

広町和昭(7) 

あなたも献血できます。
(厚生省基準)

1回の採血量は 20 0 m.，Oです。

満 16才以上満 65才未満の人。

体重は男子 45K~ 女子 4 OK~ を越える人。
血液の比重が 1，05 2以上の人。

最高血圧が 10 Omm (水銀圧)を乙える人。

過去 6ヶ月以内に妊娠していない人。

採血の前に医師が診断をして健康と認める人。

0
0
0
0
0
0
0
 

。
母
子
健
康
手
帳
交
付

並
に
妊
婦
相
談
日

(
毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
)

十
一
月
十
五
日
午
前
九
時
J

十
二
時
中
央
公
民
館
保
健
室

十
二
月
六
日
午
前
九
時
J
十

二
時
中
央
公
民
館
保
健
室

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時
J

十
二
時
中
央
公
民
館
保
健
室

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
出

来
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

健
康
ま
つ
り

聞
か
れ
る

H

十
一
月
三
十
日

H

第
二
回
昭
和
町
健
康
ま
つ
り
が
昨

年
K
ひ
き
つ
づ
き
中
央
公
民
館
に
於

い
て
十
一
月
三
十
日
(
日
)
花
開
か

れ
ま
す
。

一
日
自
分
自
身
の
健
康
に
つ
い
て

地
域
の
保
健
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

頂
く
た
め
、
各
部
落
の
愛
育
班
か
ら

コ
ー
ナ
ー
が
出
さ
れ
展
示
さ
れ
る
ほ

か
、
血
圧
、
体
位
測
定
、
映
画
、
推

進
員
に
よ
る
料
理
の
実
演
な
ど
た
く

さ
ん
の
催
し
も
の
が
出
さ
れ
ま
す
。

な
お
当
日
「
は
く
あ
い
号
」
に
よ

る
献
血
も
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
是

非
ご
参
加
下
さ
り
、
健
康
に
つ
い
て

一
日
お
考
え
下
さ
い
。

h
)
/

/
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昭 和

あなたは大丈夫ですか?

一国民年金一

町

4 
4 
4 

国民年金は所定の保険料が完納されていないと、例え 世

ば 1ヶ月分の未納があっても一生涯年金はもらえません。 J
該当と思われる方には文書または係が督励しておりま J 

すが、いよいよ本年十二月限りで未納保険料の納入が出 } 

来なくなります

乙のような万;ま 1日でも早く未納保険料(1ヶ月 90 ~ 
O円で、未納分をさかのぼって納める)を納めて自分の老 i 
後K備えて下さい。

詳しくは役場年金係りにお尋ね下さい。~

ハンターにお願い

1 1月 15日から狩猟解 (3) 竹林または水面上での

禁になりました。 狩猟による跳弾によるも

年々増加するハンターと の。

ともに鉄砲による事故が多 (4) 獲物が不意に飛び立つ

発しております。ハンター たのであわてて周囲を確

の方々には次のことに特に 認せず発砲した乙とによ

注意して下さ~ ~o るもの。

銃猟事故の主な原因 (5) 発射しようとした際、

狩猟中 足をすべらせて転倒し暴

(1) 矢先不確認または誤 発したもの。

認によるもの。 (6) 銃腔内に異物が入って

(2) 人家附近での狩猟に いた乙とに気づかず発砲

よるもの。 した乙とによるもの。

一一溶接科訓練生募集一一

県では、溶接科の訓練生を募集しています。

4 
H 

4 

4 
4 
J 

4 

H 
4 
4 
4 

4 

乙の訓練は、経験のない方でも心配はいりません。I ~ 
3ヶ月間の訓練で電気溶接・ガス溶接の知識と技能 I~ 

を身につけることができます。

あなたもこの機会に技術者になりましょう

知識と

か月)

す。

広 報 (8) 

昭和町各種
連絡会が誕生・.. 

国から委嘱された、行政相談委員、人権擁護委員、

民生委員(総務、副総務)及び保護司の各委員が、

横の連絡協調をはかり、各々委員の任務の効率的運

用と組織活動を促進して、地域住民の福祉増進K貢

献する乙とを目的として、昭和 50年 10月 21日

午前 10時から役場会議室に集り、会の規約、会の

役員、並びに定例会(連絡のための)の期日等を協

議し、会を発足させました。従って会の役員及び名

簿、定例会の期日は次の通りです。

1. 会の役員及び名簿(五十音順)

会長 石原忠則

副会長 井口 伝、井上 亨

堀之内敏男、豊川 茂

会員 石 原 泰 蔵 、 飯 島 顎 照

井口康行、太田 豊

柳沢八十一、依田 近

2 定例会期日

年月日

5012.7 

1/ 14 

11 21 

11 28 

11 29 

11 30 

31 

毎年 1月、 4月(総会を兼ねる)、 7月、

1 0月

中巨摩地区休日緊急医
(内科・小児科)

医院名 所在地 電話番号

田中医院 田富東花町輪 O -52525O 72 3 

保坂医院 敷島島町
上条

O 52 5277 
-2007 

林野医院
竜王町 O 552 276 

西八幡 -2816 

乙黒医院
玉穂村 O 552O 73 1 

成島 一20

大久保医院
敷島町 055277 

東町 -2129 

保坂医院
富著書田

O 552276 9 
-261 

木之瀬医院
田町 055273 

布施 -2216 


